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研究のゴール

研究の特徴

研究概要

根治　治療　予防　緩徐進行性 1 型糖尿病を標的とした新規治療薬の開発

インスリン分泌促進作用のある新規内服 / 点鼻薬の開発に向けた動物試験

　褐色脂肪細胞は
体熱を産生する以
外 に「 未 知 の ホ ル
モン」を分泌する
ことで糖代謝を改
善 し ま す。 私 ど も
は ヒ ト iPS 細 胞 等
のヒト多能性幹細
胞からの褐色脂肪細胞作製技術を開発し、褐色脂肪細胞が分泌するペプチドの情報をもとに、インスリ
ン分泌促進作用を持つ新規ペプチド（タークペプチド）を作製しました。
　本研究では、タークペプチドが 1 型糖尿病の「膵β細胞の残存機能」を向上するかを検証します。そ
のためにまず、緩徐進行 1 型糖尿病のモデルマウスを作製し様々な濃度のタークペプチドを腹腔（消化
器系の臓器などが存在する体内空間）内投与し、血糖値低下作用とインスリン分泌促進作用を検証します。
その後、タークペプチドの内服投与や点鼻投与の有効性について検証します。

　1 型糖尿病モデルマウスへのタークペプチド腹腔内投与（図左）、2 型糖尿病マウスへの内服 / 点鼻に
よるタークペプチド投与（図右）において、糖尿病症状の改善効果を示唆する結果を得ることができま
した。
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退職

新しい1型糖尿病治療法の確立

現在行われている研究の状況

この研究で患者の生活や他の研究にどのような波及効果があるか（期待されるか）

患者・家族、寄付者へのメッセージ

　2 型糖尿病マウスへの内服 / 点鼻で耐糖能改善効果が示唆され
ましたが、緩徐進行性 1 型糖尿病マウスでは腹腔内投与の効果を
確認した段階で研究は終了となりました。

（国立国際医療研究センター研究所・疾患制御研究部を退職後、
研究継続の場を見いだすことができなかったため。）

　タークペプチドの点鼻薬が開発されると緩徐進行 1 型糖尿病の
インスリン皮下注射の負担を減らすことができる可能性がありま
す。またヒト iPS 細胞等を用いた再生医療と組み合わせることで、
より効果的な治療法の提供につながる可能性があります。

　研究継続のための場を探し続けましたがどうしても叶いません
でした。現在は訪問診療医として患者様に向かい合う日々です。
今後は臨床医として 1 型糖尿病の患者様の治療に携わっていきた
いと思います。

1型糖尿病モデルマウスを用いた新規インスリン基礎分泌促進
ペプチドの非臨床研究
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ロードマップ 現在の進捗率
約50％

更新：2021 年 9 月

研究の場が得られず研究終了を決断


